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南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
の
適
合
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
は
国
連
事
務
総
長
か
ら
の
協
力
要
請
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
一
月
よ
り
自
衛
隊
の
施
設
部
隊
等
を
南
ス
ー
ダ
ン

に
順
次
派
遣
し
て
い
る
。
自
衛
隊
の
派
遣
部
隊
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
行
い
、
派
遣
部
隊
の
現
地
で
の
活
動
に
は
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
国
民
は
自
衛
官
の
崇
高
な
努
力
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

派
遣
部
隊
の
活
動
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
自
立
的
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
の
、
現
地
で
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
に
与
党

ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
運
動
内
の
派
閥
抗
争
、
キ
ー
ル
大
統
領
派
対
マ
シ
ャ
ー
ル
副
大
統
領
派
の
抗
争
が
激
化
し
、
激
し
い
戦
闘

が
行
わ
れ
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
（
「
七
月
の
戦
闘
」
と
い
う
。
）
。
以
後
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
混
迷
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
地
情
勢
の
下
、
い
ま
な
お
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
が
当
該
地
域
に
適
合
し
て
い
る
の
か
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得

ず
、
自
衛
隊
の
派
遣
部
隊
の
派
遣
根
拠
が
失
わ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
で
い
う
「
紛
争
当
事
者
の
間
で
停
戦
合
意
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
」
に
関
し
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お

け
る
紛
争
当
事
者
と
は
具
体
的
に
ど
の
組
織
や
団
体
で
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
い
ま
な
お
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
で
い
う
「
紛
争
当
事
者
の
間
で
停
戦
合
意
が
成
立
し
て
い
る
」

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一



三

平
成
二
十
七
年
八
月
、
「
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
衝
突
の
解
決
に
関
す
る
合
意
文
書
」
（
「
合
意
文
書
」
と
い
う
。
）
が

関
係
当
事
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
。
こ
の
合
意
文
書
署
名
の
一
方
の
当
事
者
は
、
七
月
の
戦
闘
の
結
果
国
外
に
逃
亡
し
た

第
一
副
大
統
領
の
マ
シ
ャ
ー
ル
で
あ
る
が
、
当
事
者
の
一
方
が
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
逃
亡
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
Ｐ

Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
で
い
う
「
紛
争
当
事
者
の
間
で
停
戦
合
意
が
成
立
し
て
い
る
」
と
の
認
識
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
判
断
の

具
体
的
な
根
拠
は
何
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
で
い
う
「
国
連
平
和
維
持
隊
が
活
動
す
る
地
域
の
属
す
る
国
を
含
む
紛
争
当
事
者
が
当
該
国
連
平
和

維
持
隊
の
活
動
及
び
当
該
平
和
維
持
隊
へ
の
我
が
国
の
参
加
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
の
同
意
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
誰
と
の
間
で
確
認
し
た
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

マ
シ
ャ
ー
ル
が
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
国
外
逃
亡
し
、
隣
国
の
コ
ン
ゴ
に
潜
伏
し
た
と
の
報
道
も
あ
る
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原

則
で
い
う
「
国
連
平
和
維
持
隊
が
活
動
す
る
地
域
の
属
す
る
国
を
含
む
紛
争
当
事
者
が
当
該
国
連
平
和
維
持
隊
の
活
動
及
び

当
該
平
和
維
持
隊
へ
の
我
が
国
の
参
加
に
同
意
し
て
い
る
」
と
い
う
前
提
は
崩
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
現
状
の
よ
う
に
、
紛
争
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
キ
ー
ル
大
統
領
派
の
主
張
だ
け
を
日
本
政
府
が
受
け
入
れ
る
な
ら

ば
、
「
当
該
国
連
平
和
維
持
隊
が
特
定
の
紛
争
当
事
者
に
偏
る
こ
と
な
く
、
中
立
的
立
場
を
厳
守
す
る
こ
と
」
に
反
し
、
Ｐ

二



Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
に
基
づ
き
「
い
ず
れ
か
が
満
た
さ
れ
な
い
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
我
が
国
か
ら
参
加
し
た
部
隊
は
撤

収
」
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

現
在
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
第
一
副
大
統
領
は
タ
バ
ン
・
デ
ン
・
ガ
イ
氏
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
与
党
ス
ー
ダ
ン
人
民

解
放
運
動
の
中
で
は
、
キ
ー
ル
大
統
領
派
、
第
一
副
大
統
領
の
デ
ン
派
、
前
第
一
副
大
統
領
の
マ
シ
ャ
ー
ル
派
と
の
対
立
が

続
き
、
デ
ン
第
一
副
大
統
領
は
マ
シ
ャ
ー
ル
派
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
合
意
文
書
の
当
事
者
足
り
え
な
い
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

政
府
は
合
意
文
書
に
お
け
る
マ
シ
ャ
ー
ル
の
法
的
権
利
、
義
務
の
継
承
者
は
誰
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


